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⑳鞭合釧は超職の吸入により蕊生する蒙れ芯職業隆聴疾憲である｡症例…く臨床
像が明らかではないため,全国より１９例の超硬合金肺症例を集め,詳細な検討を行った｡平均年齢は４６．４
歳性別では男性が'２名とやや多く,非喫煙者が'６名と多く,平均曝露期間は10.1年であった｡定型
的な病理学像（巨細胞性間質性肺炎,小葉中心性炎症線維化）を呈する例は，１９例中１４例に認められた。
定型例は,非定型例と比べ若年で‘曝露期間が短く. KL-6が有意に低いことが明らかになった。

|腫弧唾E婚|ヨコバルト，タングステン，巨細胞性間質性肺炎，元素分析//cobalt, tungsten, giant cell inter-

【 れ，半導体産業や自動車産業など工業領域で
広く使用されている。
超硬合金肺は,1940年に初めて症例報告き
れた')。その後の症例の積み重ねにより，超
硬合金製品を製造する際，または製品使用時
に発生する超硬合金原末や超硬合金粉じんを
吸入することで発生する職業性肺疾患とみを
されている2)。特に原料の混合時，成型・茄
工時において，吸入の危険性が高まるといわ
れる。また，金属の切削，研磨など，超硬合

はじめIこ

超硬合金は,１９２３年にドイツの化学者シニ
ロッターが製法を開発し，１９２７年にはドイツ
のクルップ社が「ウィデイア」と名づけて販
売を開始した。日本では，１９２９年に東芝の前
身である芝浦製作所と東京電気が本邦初の超
硬合金「タンガロイ」を市販したのが始まり
とされている。超硬合金ばタングステン(W)
と，コバルト(Co)を主成分として，タンタ

ロ

ル(Ta)などの種々 の微量金属を配合した合
金製品を使用して金属加工を行う際に，飛散
する超硬合金粉じんを吸入することによって
も発症する3)。超硬合金肺の病理所見では，
病変が小葉中心性に分布し，気腔内に巨細胞

金であり，ダイヤモンドに匹敵する硬度を持
ち，金属の切削，研磨，加工や金型に用いら

'撫罵鴨繍艦淵:購糊職驚＊
零Division of Respiratory Medic加e. Graduate ScA｡o/ of Med

ｌ驚鴬繍俸歯学総合櫛究科内部環境慶挙灘塵呼
icaﾉα"d Dental Sciences, Ni噌αrα〔〃z加e師駆ⅣI態α腫
吸器内科学分野(〒951-8520新潟県新潟市中央区旭

|日本胸離塵康。"巻12号2011…1219






















